第24回富山県景観審議会　議事録

日　時　令和３年２月１日（月）　１４：００～１５：３０
場　所　高志の国文学館　研修室１０１号室
出席者　上野委員、近江委員、大谷委員、尾久委員、奥委員、高橋委員、武山委員（会長）、
中田委員、永守委員、橋爪委員、蜂谷委員、服部委員、森田委員（委員１７名中１３名出席）

議事

(１) 第１号議案　「とやまビューポイント」追加指定候補選定（案）
（「『とやまビューポイント』追加指定候補選定（案）」について、事務局から説明。）
（「『とやまビューポイント』追加指定候補選定（案）」について、奥委員（とやまビューポイント選定部会長）から総括説明。）

（部会長）

選定案作成では、景観の美しさ、神秘性を専門家として、厳しく観た。
　　それと同時に、富山という地域をいかに代表しているか、富山の歴史、あるいは富山の生活をいかに支えてきたかを、ひとつのポイントとした。
　　更には、季節ごとの美しさをも含めて観てきた。
　　その結果、富山という地域の空間的な多様さを、よく表現している３０地点を選ぶことができた。
　　この３０地点には、富山の特質である多様な土地の使い方、自然の利用、生活の営みが必ずどこかに見られる。

　　県外の人に向かっては新しい顔として、また県内の人には、地域を見直しながら、自分たちの地域の良さを、改めて発見していただく場所として活用していただけるビューポイントである。
　　やむなく選ばれなかったものも、もちろんある。そのあたりの苦渋の具合も、見ていただければわかるかと思う。

　　
（委員）
　　マイクロツーリズムの観点からすると、富山県の人たちに、いかに富山の良さを再発見してもらうか、というところが、コロナ禍での、非常に大きなポイントとなっている。
　　富山の良さというのを、網羅した３０地点になったという思いが非常に強い。
（委員）
　　富山にもこんないいところがたくさんあるというのが、第一の印象。富山そのものを、また、自分たちの故郷をもう一度見直す、良い時期である。
・第１号議案　「とやまビューポイント」追加指定候補選定（案）が原案どおり承認された。
(２) 第２号議案　既指定「とやまビューポイント」名称変更（案）
（「既指定『とやまビューポイント』名称変更（案）」について事務局から説明。）
・第２号議案　「既指定『とやまビューポイント』名称変更（案）」が原案どおり承認された。

報告事項

富山県の景観施策について
（富山県の景観施策について事務局から報告。）
各委員からの景観施策全般に対する意見（発言順）
（委員①）
・ビューポイントの名称を変更することによって、見頃が絞られる。広報する際には、場所や見頃をわかりやすくアピールしてほしい。
（委員②）
・ビューポイントの写真の著作権に関して、自由に使ってよいものとなれば、地元の方が使用する
ことによってPRされるのではないか。
・ビューポイントのカードを作って、子供たちに配るなど、集めて楽しんでもらったらどうか。
（委員③）
・マンホールカードのように、見て楽しませるプロモーションは、良いアイデアだと思う。

（委員④）
・もっと多くの方々に美しい富山の景観を知ってもらったり、興味を持ってもらったりしてほしい。
・県として、他の施策と被らないように、景観という言葉をキャッチコピーで広められるようなことができれば良い。
・子供たちやその家族に興味を持ってもらうため、フォトコンテストや絵画コンクールを開催したらどうか。
（委員⑤）
・ビューポイントをネットで広報するときの説明書きは、富山県を知る上では大事なことだと思うので、よく相談しながらまとめてほしい。
（委員⑥）

・ビューポイントの広報の仕方について、デジタルが中心になってしまうと、情報を受け取れない人が出てくるので、例えば、観光ボランティアガイドを通すなどして、積極的に広報してほしい。
・小学生の学習に使っていただくとか、色んな広報の仕方がある。
・立山の交通機関の問題について、何かしらの進捗が出せるようなものができたら、景観審議会でも、なるべく議論できるようにしたら良い。
（委員⑦）
・その景観ができた背景や文化を一緒に学んでいくような仕組みができると良い。
　・若者に知ってもらうには、スマホで手軽にみられると良い。
（委員⑧）
・ビューポイントを、県の広報番組でもいいので、誰でも目に入るような形で広報したら良い。
　・県下一斉屋外広告物パトロールについて、今年度は初めて高所作業台に乗り、点検を行ったので、来年度も実施できるように計画している。
（委員⑨）

・観光と景観は一緒にしていただいた方が、旅行業者にとってはありがたい。発信のツールがなければ、なかなか人目につかないというのが現実ではないか。
（委員⑩）
・適切なビューポイントを選んでおり、感心している。
　・ビューポイントに選ばれなかった場所についても、紹介する機会があれば良い。
・ビューポイントについて、全ての名称に「」が付いており、パンフレットやホームページにしたときに、表示の仕方によってはうるさい感じがすると思うので、見せ方について多少配慮が必要と感じる。
（委員⑪）

　・ビューポイントからの景観を守るためのルール作りを行ってほしい。
（委員⑫）
・紙の媒体に加えて、動画や音声があれば良い。例えば、QRコードを読み込むと音声で説明してくれるようなもの。
　・グーグルマップ上に視点場のポイントを登録して、グーグルマップを見ると印が出てくるようにしたらどうか。
（委員⑬）

　・その景観にまつわる付随情報を知りたい。ストーリー性のある情報を皆さんは知りたいと思う。
（委員⑭）　
・景観の背景にある文化や生活を知ることによって、より深みが増すと思う。

　・富山県には、景観や産業をうまく観光と結び付けられるポテンシャルがあると思う。
・県の観光の部署とも連携しながら進めてほしい。
　・予算が厳しいのであれば、クラウドファンディングをして、DVDや冊子を作ってはどうか。
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